臼碆

迫力のある赤茶色の崖で有名な臼碆は、足摺半島の西側突端にあり、日本の太平洋岸を北上する暖かい黒潮が四国に初めに達するところです。潮流の凄まじい力は、崖のすぐ下にある岩場の周りで形成される渦潮にはっきり表れています。崖の上から渦潮を眺めることができます。

臼碆は、自然の美しさの他にも、地元の歴史で果たした役割で有名です。地元の人々がカツオ節を作るためのカツオを初めて捕ることができたのは、この崖のそばの海でした。臼碆の崖の1つにあり、海を見下ろす竜宮神社で漁師の妻たちは伝統的に宴を開き、夫たちの安全と大漁を祈ったものでした。

